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刊 行 に 寄 せ て

近年，核家族化や少子化，情報化など，社会が大きく変化する中で，心豊かで活力

のある社会を築いていくためには，各学校が，これまで以上に，特色ある教育を展開

し，基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせ，自ら学び自ら考える力や豊かな人

間性，たくましく生きるための健康や体力などの「生きる力」をはぐくむことが一層

重要です。

各学校におきましては，教員の資質や指導力が子どもに与える影響は極めて大きい

ことから，子どもたちの実態に応じて，校内研究のテーマを設定し，教育課程の見直

しや授業改善に向けた実践的な取り組みを進めてまいりました。

また，函館市教育委員会におきましても，平成１５年度から，小学校第５学年にお

いて，国語科と算数科の標準学力検査を実施し，検査結果を「確かな学力向上のため

のプロジェクト推進委員会」で分析し，学習指導の改善についての継続的な検討を進

め，報告書を作成して各学校に示してまいりました。

本報告書は，この度４回目の発刊の運びとなりますが，児童生徒一人一人が学習へ

の意欲を高め，確かな学力を身に付けることを期待して作成したものです。

各学校におきましては，本報告書を活用し，「確かな学力」の向上のため，充実し

た教育活動を積極的に展開されますよう期待しております。

終わりに，本報告書の発刊に当たって，市内各小学校及び「確かな学力向上のため

のプロジェクト推進委員会」の皆様には，多大なご協力をいただきましたことに対し

まして，心からお礼申し上げます。

平成２０年１月

函館市教育委員会教育長

多賀谷 智
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５ 学習意識調査の結果と考察

 回答数：２，２１５名(回収率９９％)　実施時期：平成１９年１月～２月
 ※函館市内小学５年生 男子１，１１２名，女子１，１０２名(学力検査実施学年)

0% 20% 40% 60% 80%

①先生にほめられたとき

②友達にほめられたとき

③テストの点数がよかったとき

④家族にほめられたとき

⑤自分の予想が当たっていたとき

⑥調べ方や考え方がわかったとき

⑦驚いたり不思議だなと思ったとき

⑧じっくり考える時間があるとき

⑨その他

設問１　勉強のやる気が出るとき

女子 男子

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①その場で先生にたずねる

②授業後に先生にたずねる

③友人にたずねる

④家族にたずねる

⑤塾などの先生にたずねる

⑥自分で調べる

⑦そのままにしておく

設問２　授業でわからないことができたとき

女子 男子
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設問３　国語の勉強が好きか

22%

26%

17%

22%

25%

19%

37%

33%

40%

12%

10%

13%

7%

5%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

女子

男子

好き どちらかといえば好き 好きでも嫌いでもない どちらかといえば嫌い 嫌い

設問３　算数の勉強が好きか

30%

22%

38%

21%

20%

22%

24%

27%

22%

14%

17%

10%

11%

14%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

女子

男子

好き どちらかといえば好き 好きでも嫌いでもない どちらかといえば嫌い 嫌い

設問４　国語の授業がよく分かるか

26%

29%

22%

42%

43%

42%

25%

23%

27%

4%

3%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

女子

男子

よくわかる だいたい分かる 半々 分からないことが多い ほとんど分からない

設問４　算数の勉強がよく分かるか

24%

18%

30%

37%

35%

38%

27%

31%

23%

10%

13%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

女子

男子

よくわかる だいたい分かる 半々 分からないことが多い ほとんど分からない

2%

1%

2%

3%

2%

2%
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※設問５，６は，７，８，１２，１４ページ参照してください。

設問９　読書をすることが好きか

46%

52%

40%

21%

19%

22%

23%

20%

25%

6%

4%

7%

5%

5%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

女子

男子

好き どちらかといえば好き 好きでも嫌いでもない どちらかといえば嫌い きらい

設問７の２　家庭や塾での勉強時間（休日）

4%

5%

3%

10%

11%

9%

24%

26%

23%

24%

24%

24%

17%

18%

17%

19%

16%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

女子

男子

３時間以上 ２ｈ～３ｈ １ｈ～２ｈ ３０分～１ｈ ３０分以下 ほとんどしない

設問７の１　家庭や塾での勉強時間（平日）

5%

6%

5%

10%

11%

9%

28%

28%

28%

28%

30%

27%

18%

17%

20%

11%

8%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

女子

男子

３時間以上 ２ｈ～３ｈ １ｈ～２ｈ ３０分～１ｈ ３０分以下 ほとんどしない

設問８　家庭学習の取り組みの様子

54%

61%

47%

27%

28%

27%

60%

67%

53%

71%

76%

66%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

女子

男子

予習や復習をする 興味があることを調べる テストがあれば 宿題があれば ほとんどしない
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設問１０　家庭で１日どのくらい読書をするか

20%

22%

19%

26%

28%

24%

25%

26%

24%

12%

11%

12%

17%

13%

20%
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１ｈ以上 ３０分～１ｈ １０分～３０分 １０分以下 まったく

設問１２　学校に行く前に朝食をとるか

77%

78%

77%

16%

15%

15%

4%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

女子
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必ずとる たいていとる とらないことが多い まったく

※過去4年間の家庭での読書時間の推移

20%

20%

19%

18%

26%

19%

20%

21%

25%

22%

23%

24%

12%

12%

14%

12%

17%

26%

25%

25%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成１８年度

平成１７年度

平成１６年度

平成15年度

１ｈ以上 ３０分～１ｈ １０分～３０分 １０分以下 まったく

設問１１　勉強道具の確かめ
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59%

40%
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23%

27%

16%

13%

20%
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（２）学習に向かう構えや意識に関する考察

この調査は，学習に対する意欲や取り組み状況を見るものである。どのような時に学習の意欲を自分で感
じるか，また国語や算数の学習においてどのような学習を好むか，国語と算数の授業は好きか，わかるか，
さらに家庭での学習時間や読書の状況，朝食の摂取状況についてアンケート形式の設問で構成した。
この学習状況調査は，当該学年を過去３年間にわたって同じ質問で行ってきたが，昨年度は調査項目を一
部変更した。この調査により，本市全体の児童の傾向，教科の学力の背景となる児童の一人一人の学習意識
を把握することができると考える。既存の項目では一部を除き，大きな数値の変化はないことから，函館市
の児童の傾向を現すものと考える。

ア 集計結果から読み取れる傾向
① 勉強のやる気がわいてくる時
「テストの点数が高かった時」「調べ方や考え方がわかった時」と解答した児童の割合が非常に高い。

また，「先生にほめられた時」「家族にほめられた時」と答えた児童も比較的高かった。このことから，「で
きる」「わかる」「ほめられる」体験が児童のやる気を高めると考える。

② 「授業でわからないことがあった時」
「友だちにたずねる」「家族にたずねる」と答えた児童が圧倒的に多い。また，「その場で」と「授業の
あとに」を合わせると「先生にたずねる」も比較的多い。

③④ 「国語の勉強は好きですか。国語の授業はわかりますか。」
「好き」「どちらかと言えば好き」の合計が４４％，「よくわかる」「大体わかる」の合計が６８％であ

ることから，国語の勉強は「わかる」が「それほど好きではない」といった考察ができる。

③④ 「算数の勉強は好きですか。算数の授業はわかりますか。」
「好き」「どちらかと言えば好き」の合計が５１％。「よくわかる」「大体わかる」の合計が６１％。
「どちらかと言えば嫌い」「嫌い」の合計が２５％。「わからないことが多い」「ほとんどわからない」の
合計が１２％であることから，算数の場合，「好き」「嫌い」，「わかる」「わからない」が両極端の傾向に
あることがわかる。

⑤ 「好きな国語の学習・家庭でよく取り組む国語の学習について」
好きな国語の学習では，「資料をもとに話し合う」「物語や詩」「漢字」「辞書」が比較的高い。家庭で取
り組む学習でも「漢字」「辞書」「音読」が多い。比較的取り組みやすい学習に偏る傾向にあると考える。

⑥ 「好きな算数の学習・家庭でよく取り組む算数の学習について」
大きなばらつきはないが「計算」「面積」が比較的好きな学習，よく取り組む学習となっている。国語

と同様，算数も比較的取り組みやすい学習に偏っていると考える。

⑦⑧ 「家庭での学習時間や内容について」
平日，休日ともに家庭で学習する時間は増えている。特に「１～２時間」の増加が顕著である。また，
家庭学習の内容として「テスト準備」と「宿題」が圧倒的に多い。

⑨⑩ 「読書に関する状況について」
読書に対する意識調査では，７割近くの児童が「好き」「やや好き」である。また，読書の時間につい

ては昨年度の調査結果と比較して増えている。読書を「ほとんどしない」が減り，「３０分～１時間」が
大幅に増えている。このことから児童の読書への興味関心は高く身近なものとなっていると考える。

⑪ 「勉強道具の準備状況について」
勉強道具の準備状況については，約８割の児童が，「必ず確かめる」「ほとんど確かめる」で昨年度より
微増している。

⑫ 「朝食の摂取状況について」
朝食の摂取状況調査では，「必ず食べる」７７％であり，全国平均（約９０％）と比べるとかなり低い

傾向にある。
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４ 学力向上のためのポイント

〔国 語〕

平成１８年度の調査結果から，「話すこと・聞くこと」領域は，比較的高い得点率であ

るが，Ｐ３調査結果の概要の得点率にあるように，『スピーチするときの注意』に課題が

見受けられます。「書くこと」領域では，『段落の構成を考えて書くこと』，「読むこと」領

域では，『文脈に合う語』『要約した内容の理解』『詳しい内容の読み取り』，「言語事項」

では，『漢字の由来』『漢字の書き』が課題として考えられます。

学習指導の改善の視点として，学習意識調査の結果などから，国語の学習に対する関心

や意欲を高める工夫が必要であり，また，国語科で学習した内容を他教科や総合的な学習

の時間などで意図的に活用し，十分に定着を図ることや，小学校から中学校へつながる言

語能力の育成を図るために，各領域ごとの指導内容の系統性を踏まえた指導を行うことが

求められます。

〔算 数〕

平成１８年度の調査結果を見ると，どの領域でも「数学的な考え方」に関する問題の通

過率が低く，この能力の育成が依然大きな課題として挙げられます。

意味理解が十分でないまま，計算したり公式を使ったりして誤答する児童が多く見られ

ました。実感を伴った理解ができるよう算数的活動を積極的に取り入れることが大切です。

また，前学年までの学習内容を十分理解しているかどうか，学年間の系統にも着目する

必要があります。さらに，問題を数学的に読み取ることや解決の見通しをもつことに課題

があることもわかりました。誤答や無回答の子供たちは，問題解決の手順がよく理解され

ていないのではないかと考えられます。

学習指導の改善の視点として，学年間の系統を大切にしながら実感を伴って意味理解を

深めたり，問題を数学的に読み取ったり，解決の見通しをもたせるための指導が求められ

ます。

ポイント１ 関心や意欲を高める授業改善の工夫
ポイント２ 他教科との関連を図った国語の指導
ポイント３ 中学校へつながる言語能力の育成を意識した

授業づくり

ポイント１ 学年間の系統を見通し，実感を伴った理解を図る
指導の工夫

ポイント２ 問題の意味を数学的に理解させ，解決の見通しを
もたせるための工夫

ポイント３ 算数から数学に移行するための指導の工夫
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（１）国語科
① 国語のポイント

□ 国語に関する意識調査では，４点の意識調査を行い

ました。

「国語の授業が好き」「やや好き」 ４４％

「よくわかる」「大体わかる」 ６８％

「好きな国語の勉強」 ほとんどの項目

「よく取り組む国語の学習」 ５０％以下

と，いう結果が得られました。以上のことから，「国

語の授業はわかるけど，あまり好きではない。」とい

う傾向にあると考えます。

このことから，特に関心や意欲を高めることに視

点を当てた授業改善が，学力向上へとつながると考

えます。関心や意欲を高めるためには，

◇やってみたくなる（話したい・書きたい・読みたい等）

体験を取り入れた言語活動

が大切になります。ここでは，子どもたちの意欲を

高める学習（漢字の成り立ち・アニマシオン）の紹

介をします。 P１６～P１７

□ 国語科で育てる言語能力は，他教科や道徳及び特

別活動，総合的な学習の時間を支える基本となります。

学力検査での漢字の書き取りでは，検査結果にもあ

るように，社会科，理科で用いる「貿易」「実験」の

通過率が高く，逆に「光景」の通過率が低くなって

います。

子どもたちは国語の学習の中で基礎的・基本的な

内容を学び，教師が意図的に他教科の学習の中で，

繰り返し活用させることにより，言語能力がさらに

高まります。

このことから，ここでは特に，国語で培った学習

と関連が深い「総合的な学習の時間」の具体的な例

を紹介します。 P１８

□ 学力検査では「読む能力」の得点率が低いという

傾向を示しています。

小学校における学年間・領域間の系統については

昨年度紹介しましたが，小学校と中学校との系統も

大切です。中学校の学習指導要領により，系統を確

認し，言語能力を育成する必要があります。

ここでは，内容や事柄を正確に理解する「読む能

力」を高めるために，「言語事項」に着目した指導例

を紹介します。 P１９～P２０

ポイント１

国語学習への関心や意欲を

高める授業改善の工夫

ポイント２

他教科との関連を図った

国語の指導

ポイント３

中学校へつながる言語能力の

育成を意識した授業づくり
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② 確かな国語の力をはぐくむために

【ポイント１】国語学習への関心や意欲を高める授業改善の工夫
「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域では，話したい・聞きたい・書いて伝えたいという必要感のあ

る学習を展開することが大切であり，ここでは，相手意識や目的意識を明確にし，伝えたい感動体験を意図的
に作り出す必要もあります。日常の中で子どもたちが意識しないことに目を向けさせたり，意図的・計画的な
活動をすることも効果的です。
「読むこと」の領域では，文章を読みたいと思わせることと文をすらすら読める習慣を身に付けさせること

が基本です。読みたいと思っても，文章を読めなければ意欲は減退してしまいます。追い読み，交代読み，二
人読み等，音読の工夫をすること，単語や文節でくくる，漢字にルビをふる等の工夫があります。また，「言葉」
の不思議さやおもしろさに着目させた読みを工夫することで，子どもたちの意欲は高まります。
「言語事項」の中で，漢字は比較的取り組みやすい学習ですが，定着させ，活用させるために，漢字ビンゴ，

漢字ババ抜き，漢字クイズ，インターネットサイトなどを利用して関心を高めるとともに，漢字を覚える必要
性を感じさせ，活用させることが，子どもたちの意欲へとつながります。
下の指導案は中学校の実践例ですが，小学校においても，これを参考に取り組んでください。

【視聴覚機器やクイズ形式を取り入れた授業展開例】
「漢字の広場 漢字の成り立ち」（１時間） 中学国語 伝え合う言葉３ 教育出版

主 な 学 習 活 動 ・ 教 師 の か か わ り 評価規準・方法

◆ 学習課題 漢字の成り立ちを知ろう

１ 象形文字について学ぶ
・（ＴＰ①ａをＯＨＰで示す） 絵の中に漢字が幾つあるか考えさせる。
ＴＰ①a ＴＰ①ｂ ・進んで漢字を探そうと

している。（観察）

・（ＴＰ①ｂを重ねて確かめた後，ＴＰ①ａをはずす）
・「象形文字」の例をあげる。「目」「心」「人」「雨」「牛」「羊」

２ 指事文字について学ぶ
・形のない，目に見えない事柄はどうすればいいか伝える。
・（ＴＰ②をＯＨＰで示し鉛筆で一部分を指し示す）
・「指事文字」の例をあげる。「本」「末」「上」「下」

３ 会意文字と形声文字について学ぶ ・漢字の構成法の基本が
・（ＴＰ③ａをＯＨＰで示し，ＴＰ③ｂを重ねた後，ＴＰ③ａをはずし，ＴＰ を重ねる） 象形と指示であること
・「日」と「月」を合わせると「明」になる。 がわかる。（観察）
・「会意文字」の例をあげる。「男」「炎」「鳴」「信」「休」「困」
ＴＰ③a ＴＰ③ｂ ＴＰ③ｃ ＴＰ④a ＴＰ④ｂ

・「形声文字」を提示し，特徴について考えさせる。「晴」「精」

４ 用法からできた漢字や日本で作られた漢字（国字）について学ぶ ・「六書」を理解する。（観察）

・「転注」や「仮借」，「国字」の例をあげる。

５「象形文字」「指事文字」「会意文字」「形声文字」を漢字辞典で探す ・漢字辞典を使って必要
・机間観察による個別指導 な言葉を探し出してい

る。（観察・ワークシート）
６ どんな漢字があったか交流する
・調べた漢字を発表させる。 ・意欲的に発表しようと

している。（観察・発表）

７ 自己評価を行う ・「漢字の成り立ち」について
・机間観察による個別指導 理解できる。（観察・ワークシート）

日山
鳥

田
馬
車
魚 舟
川水
竹

火人

＜クイズ形式＞

漢字のもとになっている物の形

を提示する。

＜クイズ形式＞

足し算のように，漢字と漢字の組

み合わせを提示して問題にする。

例：人＋言＝？ 口＋木＝？

・（赤色で書いたＴＰ④ａをＯＨＰで示し，音読みを確かめる。その後，
青色で書いたＴＰ④ｂを組み合わせて漢字を構成する）

＜視聴覚機器＞の活用

過

程

つ
か
む

と

り

く

む

ま
と
め
る

＜班対抗＞

グループごとに調べた漢字を交流し，

どのくらい漢字を調べることができた

か発表し合う。

＜フラッシュカード＞

多くの漢字をカードに記入して紹介

する。 例：「珈琲」「亜米利加」

「仏蘭西」「葡萄牙」「羅馬」

Ｔ Ｐ ②



 

 

下記の単元が，各学年毎の 

読書関連教材です。 

 

【アニマシオンを取り入れた関心や意欲を高める学習活動例】 

  学ぶ楽しさや活動することの楽しさ，読むことの楽しさなど，様々な工夫を通して，国語の楽しさを感じ

させることは大切なことです。ここでは，アニマシオンを活用した学習活動を紹介します。子どもたちはゲ

ーム感覚で夢中に活動し，「読みたい」という意欲が高まります。また，「わかった」「頑張った」という実

感が，自分の考えたことを「伝えたい」という意欲にもつながると考えられます。 
 

 ◎文しょうをよく読み，５まいのカードをならべ直そう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                「のらねこ」三木 卓 作 小学国語 ひろがる言葉３下 教育出版 より 

  

 

《読書関連教材の単元名と目標系列》 
  ◇物語教材                    ◇説明文教材 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

で
も
、
た
っ
た
一
口
分
で
す
か
ら
、
じ
き
に
食

べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

だ
か
ら
、
今
は
、
リ
ョ
ウ
に
か
わ
い
が
ら
れ
て

や
る
た
め
に
食
べ
て
や
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
か

な
。
そ
れ
と
も
、
リ
ョ
ウ
の
ね
こ
が
食
べ
る
の
を

へ
ら
し
て
し
ま
う
た
め
に
自
分
が
食
べ
て
し
ま

う
の
だ
、
と
い
う
の
か
な
。
ど
っ
ち
に
も
と
れ
る

感
じ
で
す
。
リ
ョ
ウ
は
見
つ
め
て
い
ま
す
。 

リ
ョ
ウ
は
、
草
の
上
に
、
一
口
よ
り
少
し
多
め

に
、
か
ん
づ
め
の
中
身
を
こ
ぼ
し
て
、
後
ろ
に
下

が
り
ま
す
。 

と
て
も
お
な
か
が
す
い
て
い
る
、
と
い
う
ふ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
、
こ
の
の
ら
ね
こ
、

の
ら
ね
こ
に
し
て
は
よ
く
太
っ
て
い
る
。
よ
そ

で
、
ほ
か
の
の
ら
ね
こ
を
お
し
の
け
て
も
、
お
い

し
い
物
食
べ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。 

す
る
と
、
の
ら
ね
こ
は
、
の
っ
そ
り
と
歩
き
出

し
、
か
ん
づ
め
の
え
さ
を
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
始
め

ま
し
た
。 

クイズみたいで 

おもしろそう！ 

 

「すると」って，どん 

な時に使うんだったか 

なあ。 

 

 

ア
ニ
マ
シ
オ
ン
と
は
、
読
書
啓
発

の
一
つ
の
手
法
で
す
。 

『
ダ
ウ
ト
を
さ
が
せ
』『
こ
の
人
い
た

か
な
』
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
読
み

を
深
め
て
い
き
ま
す
が
、
子
供
の
実

態
に
合
わ
せ
て
工
夫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

「うみへの ながい たび」 

やさしい読み物に興味をもって読む。 

「かさこじぞう」 

語り口や様子を表す言葉などの特色に気付き，楽し 

く読み合うとともに，自分の好きな本を絵にかいて 

紹介する。 

「のらねこ」 

自ら作品を選び，自分の課題を決め，活動し，自己 

評価や相互評価を行う。 

「アジアの笑い話」 

笑い話のおもしろさを味わいながら読み，笑いと人 

間の関係について考えるとともに幅広く読書する。 

「雪わたり」 

教科書の作品をきっかけとして，同じ作者や同じテ 

ーマの作品に興味をもち，読書発表会をとおして考 

えを広げたり，深めたりする。 

「きつねの窓」 

自分の興味や関心を広げたり深めたりするために， 
必要な図書を選んで読み，自分の意見や感想，その 
本の内容を工夫しながら話す。 

「ぼくの世界、きみの世界」 

自分の考えを広げたり深めたりするために，書かれ 

ている内容について筆者の意見をとらえ，自ら考え 

をもちながら読む。 

「まんがの方法」 

自分の事象に対する見方やとらえ方を広げたり深 

めたりするために，必要な図書資料を選んで読む。 

「花を見つける手がかり」 

文章の細かい点や段落と段落のつながりに気をつけて文 

章を読んだり，内容と関連した情報を集めたりすることに 

よって，いろいろな種類の図書をすすんで読む。 

「めだか」 

文章の組み立てに気をつけ，大事なことをおとさず 

に読む。 

「すみれと あり」 

動植物の生態に興味をもちながら，順序に気をつけ 

て文章を読む。 

「なにが かくれて いるのでしょう」 

写真と結びつけながら，説明されている内容を理解する。 
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【ポイント２】他教科等との関連を図った国語の指導

国語科で育てる言語能力は，他教科，道徳及び特別活動，総合的な学習の時間の学習や
活動を支える基本となります。
国語科で学習した基礎的・基本的な内容を，教師が他教科等で繰り返し活用させること

により，言語能力はさらに高まります。
ここでは，「総合的な学習の時間」との関連を図った具体的な例を紹介します。

〈国語の内容を踏まえながら総合的な学習の時間と関連させた指導計画例〉

【これからの函館（5年生 テーマ学習：30時間）】

☆函館の産業について考え，函館の未来について考える。

学 習 活 動 国語科の内容との関連

①オリエンテーション（①～②）

・函館の産業に関する資料から興味・

関心を高める。

②課題をもつ（③～⑦）

・函館市の諸産業について系統立てて

考え，学習テーマを決定する。

③調べ学習（⑧～⑮）

・各企業への質問状，インタビュー，

インターネット，各種資料などから知

りたいことや調べたいことの課題を追

求する。

④整理する・まとめる（⑯～○23 ）

・調べたことを個人新聞にまとめる。

・効果的に伝えられるように発表内容を

考える。

⑤発表・交流（○24 ～○28 ）

・課題に対する考えや意見を発表，交

流し合い，深める。

⑥ふりかえる（○29 ～○30 ）

・学習のまとめをする。

□読むこと

自分のテーマを決定するために各種資料を活用し，

必要な情報を読みとる。

（新聞記事・事典・図鑑などから）

「おもしろさのひみつをさぐろう」

ひろがる言葉５上 教育出版 より

□読むこと

自分の課題を解決するために各種資料を活用し，必

要な情報を読みとる。

（企業パンフレット・インターネットから）

「おもしろさのひみつをさぐろう」

ひろがる言葉５上 教育出版 より

□話すこと・聞くこと

課題を解決するための意識を持って相手の考えや思

いをインタビューする。

「インタビューしよう」

ひろがる言葉３上 教育出版 より

□書くこと

各企業への依頼状・質問状といった手紙を書く。

調べたことをまとまった記録にしておく。

「見学したことをもとに」

ひろがる言葉５上 教育出版 より

□書くこと

要点を押さえ，まとまった文章で表す。

レイアウトや字数を考えながら記事にまとめる。

「学級新聞をつくろう」

ひろがる言葉４下 教育出版 より

「見学したことをもとに」

ひろがる言葉５上 教育出版 より

□話すこと・聞くこと

調べたことや自分の考えを資料を提示しながら話す。

目的意識をもって友達の発表を聞く。

「どちらを選びますか」

ひろがる言葉５上 教育出版 より
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【ポイント３】 中学校へつながる言語能力の育成を意識した授業づくり 

 読む能力を高めるためには，「読むこと」の指導の内容や系統を理解することが大切です。高学年に

おける「読むこと」の領域では，「目的に応じ，内容や要旨を把握しながら読む」力を育てることがね

らいとなっており，指導のポイントとしては，「主語と述語の関係の理解」「接続詞の意味や用法の理解」

「語いの獲得」の３点があげられます。 

ここでは，中学校の学習内容との関連を図った指導を紹介します。 

 ◎読むこと（学習指導要領）の目標及び内容 

読むこと  小学校５・６年生 中学校１年生 中学校２・３年生 

目 
 

標 

 目的に応じ，内容や要旨を

把握しながら読むことができ

るようにするとともに，読書

を通して考えを広げたり深め

たりしようとする態度を育て

る。 

 様々な種類の文章を読み内

容を的確に理解する能力を高

めるとともに，読書に親しみも

のの見方や考え方を広げよう

とする態度を育てる。 

 目的や意図に応じて文章を読み，

広い範囲から情報を集め，効果的に

活用する能力を付けさせるととも

に，読書を生活に役立て自己を向上

させようとする態度を育てる。 

設問 
８－３ 
文脈に合う語を入れ

る。 
通過率 
５０％ 
 
８－４ 
要約した内容の理解 
通過率 
５８％ 

内
容
（
指
導
事
項
） 

（１）イ 目的や意図などに

応じて，文章の内容を的確に

押さえながら要旨をとらえる

こと。 

 

 イ 文章の展開に即して内

容をとらえ，目的や内容に

応じて要約すること。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

読む能力を高めるために・・・ 

① 主語と述語との関係の理解 
文の中における主語と述語の関係に関する指導は，１年生から始まります。１年生から指導を繰 

り返し，高学年の指導においても，「主述の関係がねじれている文」「主語がはっきりしない文」「主

語がはぶかれている文」を取り上げて指導することにより，言語能力が育まれていくと考えられます。 

 
 
 
 
 
 
             

 
 
 

 

 ３・４年生では内容の「中心」を押さえる学習をしました。 

 

大
造
じ
い
さ
ん
は
、
会
心
の
え
み

を
も
ら
し
た
。
そ
こ
で
、
夜
の
間
に

え
場
よ
り
少
し
は
な
れ
た
所
に
、
小

さ
な
小
屋
を
作
っ
て
、
そ
の
中
に
も

ぐ
り
こ
ん
だ
。
そ
し
て
、
ね
ぐ
ら
を

ぬ
け
出
し
て
こ
の
え
場
に
や
っ
て

く
る
が
ん
の
群
れ
を
待
っ
た
。 

 

あ
か
つ
き
の
光
が
、
小
屋
の
中

に
、
す
が
す
が
し
く
流
れ
込
ん
で
き

た
。 

 

ぬ
ま
地
に
や
っ
て
く
る
が
ん
の

す
が
た
が
、
か
な
た
の
空
に
、
黒
く
、

点
々
と
見
え
だ
し
た
。 

 

先
頭
に
来
る
の
が
、
残
雪
に
ち
が

い
な
い
。 

 

そ
の
群
れ
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
や
っ
て

く
る
。 

大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん 

椋 

鳩
十 

作 

ひ
ろ
が
る
言
葉
５
年
下 

教
育
出
版 

 

主語 

ここの２つの

文には主語がな

いぞ。さて，主語

は・・・？ 
 

読む能力を高めるために・・・ 

① 主語と述語との関係の理解 

② 接続詞の意味や用法の理解 

③ 語いの獲得 

 

 主語がないことで，

緊迫感がひしひしと

伝わってきますね。 
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② 指示語や接続詞の意味や用法の理解 

 ５年下「日本語を考える」は，指示語や接続語に着目して読むことを大切にした教材です。指示語や

接続語の役割を指導することにより，文相互の関係や段落相互の関係を理解することができるようにな

ります。 

 
 
  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
③ 語いの獲得 
学力検査の結果では，「光景」という漢字の通過率が２６％でした。日常使うことの少ない言葉であ

るため，通過率が低かったと考えられます。ですから，日常使うことが少ない言葉の定着を図るために

は，授業で取り立てて扱うことが必要であると考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
の
―
線
の
言
葉
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

１ 

山
の
上
か
ら
見
た
こ
う
け
い
を
思
い
出
す
。 

２ 

ク
ラ
ス
対
こ
う
で
、
野
球
の
し
あ
い
を
す
る
。 

３ 

池
の
ま
わ
り
を
走
る
。 

 
 
 

教
研
式
標
準
学
力
検
査
Ｃ
Ｒ
Ｔ
―
Ⅱ
小
学
五
年
国
語 

 
 
 
 

三
学
期
実
施
版 

（
平
成
十
八
年
度
三
学
期
実
施
分
） 

 
 
 
 

社
団
法
人 

日
本
図
書
文
化
協
会 

制
作 

よ
り
抜
粋 

 
 

①（一） 
 
 

（四）（三）（二） 
⑨  ⑥  ② 
⑩  ⑦   ③ 
⑪  ⑧   ④ 
⑫        ⑤ 
⑬ 

 
⑭（五） 

日
本
語
を
考
え
る
《
文
章
構
成
図
の
例
》 

 

留
学
生
の
Ａ
君
の
言
う
よ
う
に
、「
す
み
ま
せ
ん
」
は
確
か
に
あ
や
ま

る
と
き
に
使
う
言
葉
だ
。
し
か
し
、
こ
の
例
の
場
面
で
は
、
母
親
は
あ
や

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
相
手
の
行
為
に
つ
い
て
感
謝
の
気
持
ち
を

直
接
表
す
の
が
「
あ
り
が
と
う
」
で
あ
っ
て
、
相
手
に
か
け
た
負
た
ん
に

つ
い
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
自
分
を
へ
り
く
だ
ら
せ
た
言
い

方
が
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
直
接
的
な
表
現
を
さ
け
、
自
分
の
立
場
か
ら
へ
り
く
だ

っ
て
述
べ
る
言
い
方
が
日
本
語
に
は
多
い
。 

 

日
本
語
を
考
え
る 

水
谷 

修 

著 
 

ひ
ろ
が
る
言
葉
５
年
下 

教
育
出
版 

 

 
 

 

文章構成図を活用す

ると，指示語や接続語

に着目しやすくなりま

すね。内容の理解も容

易になります。 
 

 「読むとき」は・・・ 

 

① 接続語，指示語の使われ

方 

② 段落相互のつながりを

意識させる。 

③ 時間の経過をしっかり

おさえる。 

④ 文末表現に着目させる。 

⑤ 中心となる語（キーワー

ド）をチェックする。 

⑥ 文章構成図を活用する。 

接続語 

指示語 

通過率６４％ 

 

国
語
辞
典
や
漢
字
辞
典
を
使
っ
て
、
熟
語
の
し
り
と
り
を
完
成

さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

  

森 
 

林
（ 

 

） 

種 

（ 
 

） 

積 
 

雪 

（ 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

漢
字
の
広
場
①
熟
語
の
し
り
と
り 

 

ひ
ろ
が
る
言
葉
５
年
上 

教
育
出
版 

 

すべて，４年生で学習した漢字です。

教科書の巻末には新出漢字とともに，

前学年の漢字も掲載されています。新

出漢字と合わせて継続的に指導してい

くことが大切です。 

 ４年生で学習した漢字を中心に，問

題を作成すると効果的です。（前学年の

学習の振り返り） 

 しりとりを完成させることに終始す

るのではなく，それぞれの熟語の意味

を調べたり，熟語を使って単文作りを

したりする活動も取り入れると有効で

す。 

 「このように」

は，まとめの時

に使う言葉だ

よ。 

 「しかし」は，前

の文と反対のことを

言う時に使うね。 

文末表現 

通過率５９％ 



- 21 -

（２）算数科

① 算数のポイント

・ 三角形の求積に「底辺」や「高さ」が必要だという

ことを８割の児童が理解していながら，実際の求積で

は通過率が過半数を下回りました。求積方法や公式の

意味理解が十分でないためであろうと考えられます。

算数的活動を取り入れながら実感を伴った理解を図る

ことが大切です。

また，４年生で「面積」の学習が十分理解されてい

ないこともつまずきの原因と考えられます。面積をは

じめ「量」の指導を学年間の系統を見通して行う必要

があります。

求積問題を例にとり，つまずきを明らかにしながら

系統を意識した「量」の指導のあり方を紹介します。

Ｐ２２～Ｐ２３

・ 問題を読んでも意味を理解できなかったり，解決の

見通しがもてない児童が多く見られました。文章題の

通過率は低く，問題によっては無答率が２０％にもな

る問題もあります。何をしていいのか，解決の見通し

が全くもてなかったのではないかと考えられます。

問題を数学的に読み取り，理解させ，問題解決の見

通しをもたせることが必要です。誤答率の高かった問

題を取り上げ，子どものつまずきに応じた支援の方法

について紹介します。

Ｐ２４～Ｐ２５

・ 調査結果から函館市の算数科教育において，「数学

的な考え方」に課題があることがわかりました。「数

学的な考え方」は中学校においても重要な観点です。

数学的な概念や数学的な感覚は，系統的な指導によ

り育成されるものであり，小学校算数科の学習では，

中学校数学科の基礎としての重要性を踏まえ，指導の

充実を図ることが大切です。

どのようなことを意識しながら算数の授業に取り組

んでいけば，数学へのスムーズな移行が図れるのか，

小・中学校の学習内容の関連を示しながら，紹介しま

す。 Ｐ２６～Ｐ２７

ポイント１

学年間の系統を見通し，

実感を伴った理解を図る

指導の工夫

ポイント３

算数から数学に

移行するための指導の重点

ポイント２

問題の意味を数学的に

理解させ，解決の見通しを

もたせるための工夫
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② 確かな算数の力をはぐくむために

【ポイント１】学年間の系統を見通し，実感を伴った理解を図る指導の工夫
「平行四辺形と三角形の面積」では，底辺と高さがわかれば面積を求めることができることを理解

していても，実際に面積を求めることができない児童が多いことがわかりました。

通過率 28 1)…８９％ 2)…８３％ 29 1)…４５％ 2)…３６％ 3)…６６％

＜つまずきの原因＞

○求積方法や公式を理解していない。

○４年生で学習した「長方形と正方形の面積」を十分に理解できていない。

○三角形や四角形の性質等を理解していない。

＜実際の指導では＞

［工夫１］学年間の系統を見通す

指導する前に，教科書等で「面積」に関する学

年ごとの指導内容や図形領域との関連を確認する。

そして，事前テスト等で４年生までの学習内容の

定着を調べ，不十分な点についてはそれを補充す

る内容を指導計画に位置づけたり，個別指導がで

きるようにしておく。

［工夫２］実感を伴って理解できるようにする

平行四辺形では，等積変形だけでなく単位正方

形の敷き詰めによる求積方法も大切に扱う。また，

例えば１２cm２の平行四辺形や三角形などを，実際

に作図する活動等を取り入れる。

［工夫３］数学的な考え方と活用する力を伸ばす

多様な解決方法を交流する場面を大切にし，自

分の考えを表現したり他の表現を読み取ったりし

て，筋道立てて考える力を伸ばす。また，子ども

自身が公式をつくり出す活動を重視し，公式を活

用できるようにする。

２８ 次の三角形や平行四辺形の面積を

求めるとき，必要となる長さは，そ

れぞれ，どことどこですか。ア～エ

の中から選び，記号で答えなさい。

１）

ア ウ

エ

イ

２）

ア ウ

エ

イ

２９ 次の三角形や平行四辺形の面積を求めなさい。答えは，それ

ぞれ下のア～カの中から選び，記号で答えなさい。

（１目もりは１ｃｍとします。）

１） ２） ３）

ア 4.5cm２ イ ６cm２ ウ ９cm２

エ 10cm２ オ 12cm２ カ 20cm２

設問28，29,P.2320,P.2419は,「教研式標準学力検査ＣＲＴ－Ⅱ

小学校５年算数３学期実施版 社団法人日本図書文化協会 制作」より抜粋

単位正方形の

敷き詰めによる

求積方法

「面積」の指導

［第４学年］

○面積の概念と面積の求め方

○面積の単位「平方ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ」「平方ﾒｰﾄﾙ」

「平方ｷﾛﾒｰﾄﾙ」とその単位関係

○長方形，正方形の面積の求め方と公式

○面積の量感

［第５学年］

○平行四辺形，三角形の面積と公式

○台形などの面積の求め方

○面積の概測（方眼）

↓

○円の面積の求め方と公式

［第６学年］

○面積の概測（形に着目）
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＜４年生では＞ 公式をつくり出すまでの指導を充実させる

初めて面積を学習するこの学年では，広さの感覚から面積の概念へと抽象化を進めることが大切で

す。つまり，長さやかさ，重さなどと同様に，面積も単位を定めることにより，それを基に測定した

数で表すことや，逆に，計器を用いて直接数値化するのではなく，図形を構成する辺の長さから計算

によってその測定値を求めるなどの違いを理解できるようにします。

そのためには，公式をつくり出す前に，面積を比較・測定する算数的活動を積極的に取り入れるこ

とが大切です。また，ゲーム的な要素を取り入れるなどして，目的をもって楽しく活動できるような

工夫も重要です。

公式をつくり出すまでの活動を大切にした指導例

＜低学年では＞ 「量と測定」領域では，「量の指導の４段階」を大切にする

子どもが初めて「量と測定」領域に出会うのは「長

さ」の学習で，第３学年まで続けられます。１年生

にとっては初めての連続量でもあり，「１つ，２つ，

…」と数えられない量であることに気づかせること

も大切です。

特に第１，２学年では，直接比較や間接比較，任

意単位や普遍単位による比較・測定，いわゆる「量

の指導の４段階」を大切にし，算数的活動を積極的

に取り入れる必要があります。こうした活動の中で，

子どもたちは長さの概念や測定のしかたを理解し，

測定する技能や量感を身に付けていきます。

そして，低学年で身に付けたことが，第３学年の

「かさ」や「重さ」，第４学年の「角の大きさ」や「面

積」の学習に生きてきます。

量の指導の４段階

直接比較・間接比較

２つの図形を直接

重ねたり，うすい紙

に写し取って重ねた

りして比べる。

任意単位による比較

同じ大きさのます

が何個あるかを数え，

数値化して比べる。

普遍単位の導入

１辺が１cmの正方

形に区切ってそれが

何個並ぶかを調べ，

広さを数値化する。

｢1cm２｣を理解し，

いろいろな面積の四

角形等を作図する。

公式の導入

長方形や正方形の面

積を計算で求める方

法を考え，公式をつ

くり出す。

「長さ」の指導

［第１学年］

・長さの概念（長い,短い,同じ長さ）

・長さの測定の基礎（直接比較，間接比較，

初歩的な任意単位による比較）

［第２学年］

・任意単位による長さの比較

・長さの測定（ものさし）

・長さの単位「センチメートル」「ミリ

メートル」「メートル」と単位関係

・長さの量感

［第３学年］

・長さの測定（巻き尺）

・長さの単位「キロメートル」と単位関係

・長さの量感

移動できる２つの

物の端をそろえる

などして大小を比

較する。

移動できない物同

士の大小を，移動

できる別の物を使

って比較する。

比べたい物ＡとＢと同じ

種類の量Ｃを使って，Ａ，

ＢがＣのいくつ分かを調

べ比較する。

世界共通の単位を用

いて比較する。

〈直接比較〉 〈間接比較〉 〈任意単位による比較〉 〈普遍単位による比較〉
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【ポイント２】問題の意味を数学的に理解させ，解決の見通しをもたせるための工夫 
１８年度の学力検査の結果を分析したところ，特定の問題において通過率が低いことがわかりまし

た。その中でも，特に問題の意味をよく理解できていないために誤答や無答につながってしまったと

考えられる問題を取り上げ，子どものつまずきに応じた支援の工夫について紹介します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑴題意を確実にとらえさせる。         ⑵数値を簡単な整数に置きかえ，演算決定に導く。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
②□を使って問題文から式を導き出させる。 
 

 

 

⑶正しい立式に導く。 
 
 ①図や数直線を使い，視覚的に比較量と基準量をとらえさせる。                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②□を使って問題文から式を導き出させる。 
  

 
２．８  ＝  ３．５   ×    
              

ともこさんがもとになるので「１」，ゆきえ

さんが「比べられる量」になっていますね。 

図にするとわかりやすいね！今度から

自分でもかいてみるよ！ 

０ 

０ １ （倍） 

ともこ 

ゆきえ 

2.8 3.5 （ｍ） 

比べられる量 

もとにする量 

比べられる量   ÷    もとにする量 
  ↓        ↓ 
２．８  ÷  ３．５ 

問題文の中に式がかく

されているタイプの問

題です。 

□の答えを出すにはわり算になるね！ 

ゆきえさんの記録 は，ともこさんの記録 の何倍 ですか。 

 ２．８  ÷  ３．５ 

ともこさんとゆきえさんが走りはばとびをしていま

す。ともこさんは３.５ｍ，ゆきえさんは２.８ｍとびまし

た。ゆきえさんの記録は，ともこさんの記録の何倍ですか。 

✔�ア ３．５×２．８  
✔�イ ２．８×３．５   
✔�ウ ３．５÷２．８   
○エ ２．８÷３．５   
        

○題意が理解できず，見通しをもつ

ことができない。 

○「何倍か」は除法で求められると

いうことを理解していない。 

○比較量と基準量が把握できないた

めに，正しい立式につながらない。 

つまずきの原因 

支援の工夫の例 

誤答率の高い問題例 

20 

①どのような問題場面か理解させる。 
②求答事項，既知事項の順に捉えさせる。 
 ともこさんとゆきえさんが走りはばとびをしてい
ます。ともこさんは３.５ｍ，ゆきえさんは２.８ｍ

とびました。ゆきえさんの記録は，ともこさんの記

録の何倍ですか。 
        

 ５ １０ 

もとにする量 

比べられる量 

０ 

０ １ （倍） 

ともこ 

ゆきえ 

（ｍ） 

 

比べられる量 ÷ もとにする量 ＝   何   倍 

１０  ÷  ５   ＝  ２（倍） 
求められていることは何ですか？また，

今分かっていることは何ですか？ 

言葉の式にできたら，整数の場合と同じように

考えてみよう。 
問題文に線を引いたり，○でかこんだ

りすると分かりやすいね！ 

通過率…３９％

誤答率…５７％

無答率… ４％ 
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日常の学習指導においては，子どものつまずきの原因を的確に捉えるとともに，様々な１人１

人の実態に応じて支援することが大切です。そして，例に示したような支援を積み重ねていくこ

とで，問題を解決するために必要な工夫を子ども自身で考え，自力で問題を解決したり，つまず

きを乗り越えたりすることができるようになっていきます。 
また，特定の問題を取り上げる形で問題解決の見通しをもつための支援のあり方について例を

示しましたが，「なぜ子どもがつまずくのか？」という原因について考えたとき，以下の２つが考

えられます。 

① 「自力解決」の機会を与えられないとつまずく 

 
 
 
 

② 「既習事項」の理解と定着が不足するとつまずく 

   
 
 
 

 
指導者としては，個に応じた支援のあり方のみに目を向けるのではなく，問題解決的な学習

の積み重ねを心掛けるなど，日常の学習スタイルに関しても留意しながら指導に当たることが

大切です。 

つまずきを起こさせまいとして細かにお膳立てをし，教師が一方的に教え込む授業では，子どもの

学習は受身になり，考えることが苦手な子どもを育てることになります。日常の実践においては，子

どもの自力解決に委ねる問題解決的な学習の場を意図的，計画的に設定していくことが大切です。 

きまり，用語の意味，公式，計算の仕方などの理解が不十分で曖昧なまま記憶されると，

つまずきの原因になります。どのように考えるとよいのかという原理を理解した上で知識

としてまとめるとともに，実際に問題解決の場で活用しながら維持し，さらに理解を深め

ていくことが重要です。 

⑴題意を確実にとらえさせる。       ⑶数値を簡単な整数に置きかえ，立式に導く。 
 
 
 
 
 
 
 
⑵図や表・数直線等に表し，答えの見積もりをさせる。 

支援の工夫の例 

①どのような問題場面か理解させる。 
②求答事項，既知事項の順に捉えさせる。 
１ℓのガソリンで１４ｋｍ走る自動車がありま

す。２．３ℓでは，何ｋｍ走ることができますか。 

①２ℓ…14（km）×  ２（ℓ） ＝ 28（km） 
３ℓ…14（km）×  ３（ℓ） ＝ 42（km） 
②１ℓあたりの距離×ガソリンの量＝走る距離 

整数の場合と同じように考えていいんだね。 

①表にして答えの見積もりをさせる。 

ガソリン （ℓ） １ ２ ２．３ ３ 

走る距離（ｋｍ） １４ ２８ ？ ４２ 

 
②数直線に表して答えの見積もりをさせる。 

 ０       14       28         42  （km） 

 

 ０       １        ２ 2.3      ３    （ℓ） 

答えは３０ｋｍとちょっとかなぁ

…？では，どんな式になるのかな？ 

数直線を見る限り,わり算はなさ
そうだね。じゃあ，かけ算かな？ 

１ℓのガソリンで１４ｋｍ走る 

自動車があります。２．３ℓでは 

何ｋｍ走ることができますか。    

              

○題意が理解できず，演算決定ができない。 

○整数の場合と違い，答えの見積もりができず，

解決の見通しをもつことができない。 

○乗数が小数のため，数量の関係把握がしにくい。 

 

つまずきの原因 無答率の高い問題例 

19 通過率…５０％ 

誤答率…３０％ 

無答率…２０％ 
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【ポイント３】 算数から数学に移行するための指導の重点 

算数から数学に移行するための指導の重点，すなわち≪数学の土台作り≫として，算数の授業におい

てどのようなことを意識しながら取り組んでいけばよいのかについて紹介します。 

① 数学的な見方・考え方に重点をおいた算数的活動 
今回の教研式標準学力検査（CRT）の観点別検査結果は次の通りです。 

 関心・意欲・態度 数学的な考え方 
数量や図形につ

いての表現・処理 

数量や図形につ

いての知識・理解 

得点率 ７９．２ ５４．４ ６７．５ ７５．８ 

上の表からもわかるように，「数学的な考え方」の得点率は他の観点と比べて低い結果であることが

わかります。「数学的な考え方」は中学校においても重要な観点であり，この点からも数学的な見方・

考え方に重点をおいた算数的活動を取り入れていくことが大切だと言えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 四角形 五角形 六角形 七角形 ・・・ 

角の大きさの和 360° 540°    

多角形 四角形 五角形 六角形 七角形 ・・・ 

頂点の数 ４ ５ ６   

対角線の数 １ ２ ３   

三角形の数 ２ ３ ４   

角の和 360° 540°    

数学的見方・考え方に重点をおいた算数的活動例 

小学校５年生 

多角形を三角形に分け，三角形の個

数に 180°をかけると内角の和が求め

られることを学習する。 

内角の和の指導 

表をもとに・・・ 

 
三角形の数は（頂点の数－２）である。 

一般化して，多角形の頂点の数を nとし
て 

 
 180°×（n－２） 

という式を導き出すところまで学習する。 

中学校２年生 
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② 問題の意味を数学的に理解させ，解決の見通しをもたせるための指導 
今回の教研式標準学力検査（CRT）を分析すると 

 無答率・誤答率が高い ≒ 文章問題（自分で解決の見通しをもつ問題） 

となっていることがわかりました。 
自分で解決の見通しをもつ力は，数学的な見方・考え方に大きくかかわる力であり，問題の意味を数

学的に理解させ，解決の見通しをもたせるための指導は，①と同様の理由で数学の土台づくりとして大

切なものであると言えます。詳しくは【ポイント２】をご覧下さい。 

③ 既習事項をもとに，類推的に考える活動を取り入れる 
 数学的な見方・考え方を深めるには，類推（類比）的に考える活動を重視することが大切です。これ

は新しい課題に対して，既習内容の考え方を当てはめ，それを生かして解決の方策を導き出していく考

え方です。この方法は，数学的な見方・考え方を伸ばすだけでなく，学習した内容から新たな方法を作

り出すことができるという数学の有用性を実感するうえでも有効です。 
 
 
 
 

 計算の仕方をすぐに示すのではなく，前の学習内容を振り返らせるようにし，   

それと同じ発想と手順で解決の道筋を考えさせるとよいでしょう。 

☆ まとめ 

教研式標準学力検査（CRT）の観点別検査結果，及び「数学的な考え方」は中学校においても重要で
あるという点から，数学の土台作りとして数学的な見方・考え方を養うことは欠かせません。そこで，

ここまで紹介した 3点が土台づくりのポイントとなります。 
   
 

① 数学的見方・考え方に重点をおくために，問題解決の過程を重視する算
数的活動を取り入れる 

② 問題の意味理解を深め，解決の見通しをもつ指導を取り入れる 
③ 既習事項をもとに類推的に考える活動を取り入れる 

 四角形 五角形 六角形 七角形 ・・・ 

角の大きさの和 360° 540°    

そこで・・・ 
小学校５年生におけるこの学習の最後に・・ 

などの算数的活動を取り入れる。 

◎ 規則性をさがす。 

例）・180°ずつふえている。 
・三角形の数は頂点の数より

２小さい   など 
◎ 角の数をふやす。 

例）十角形では？ 
十二角形では？ 

小学校における数学の土台づくりのポイント 

類推（類比）の活用例 

小数の指導 

小数×整数 整数×小数 小数×小数 類 推 類 推 
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イ 学力向上のための提案

『確かな学力』をはぐくむために

今年度の子どもの学習に関する意識調査の結果から，子どもの家庭学習の時間や読書の時

間が増えていることがわかりました。

今後さらに『確かな学力』をはぐくむために，学習への関心意欲の高まりや家庭における

学習環境づくりの工夫などが，大切になると考えられます。学校では，子どもが「もっと知

りたい」「もっとやってみたい」と思う授業や教材の工夫を進めるとともに，家庭では，子

どもが学校でしっかりと学習に臨める工夫，特に朝食の摂取や子どもへの声がけなど，学校

と家庭がより一層連携を深めることが必要です。

学習環境の充実

《関心や意欲を高める授業づくり》 《学習環境づくりの工夫》

・ 「できる」「わかる」「ほめられる」 ・ 朝食をしっかり食べることで，集

体験が学習意欲を高めます。 中力が高まり，精神的にも安定する

ことから，学習意欲が高まります。

・ 国語では，言語活動例を取り入れる

など，楽しい授業の工夫をすることで ・ 励ましや賞賛などの言葉がけは，

意欲が高まります。 子どもの学習への意欲を高めます。

《家庭学習へとつながる学習指導の工夫》 《家庭学習の工夫》

・ 「やってみたい」「おもしろそうだ」 ・ 「テスト」や「宿題」への取り組

と思う学習は，家庭学習の取り組みへ みなどで家庭学習の時間が増えてい

とつながります。 ることから，今後は「興味のある学

習」へも取り組めることが大切にな

ります。

《読書指導の工夫》

・読書の場の設定の工夫

・内容をしっかり読み取る力を伸ばす工夫

・ジャンルごとの読み方の違いの指導

《読む目的をもたせる工夫》

・アニマシオンなどで本を読みたくなるような工夫

・知識の獲得のためなど，必然性をもたせる工夫

・楽しむ読書の推進

連

携

学校での取り組み 家庭への働きかけ

読書活動
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６ 今後に向けて

（１）成果と課題

① 成果について

○ 平成１５年度から４年間，函館市における小学校第５学年児童の国語科・

算数科の学力の定着状況や誤答傾向等の把握及び，比較検討することができ

た。

○ 平成１５年度から４年間，函館市における小学校第５学年児童に対して

「学習意識調査」を実施したことにより，学校や家庭における学習に対する

意識や意欲，取組状況等についてより確かな実態を把握することができた。

○ ４年間の学力検査及び学習意識調査の集計，分析の結果を通して，函館市

における学習指導上の課題や改善の方向性がより明確になった。

○ ４年間の学習状況の実態調査により，各学校における確かな学力の向上に

向けた成果や課題が明らかになり，授業改善や工夫などの取組が充実してき

た。

○ 各学校においては，４年間の函館市における学習状況や自校における学習

状況の実態について，校内研修等での話し合いを進め，学力の向上に向けた

取組が充実してきた。

② 課題について

○ 各学校では，学力の向上に向けた，組織体制などを確立し，課題に対する

具体的な方法を講じて，自校の児童生徒の学力向上に取り組む必要がある。

○ ４年間の学習状況調査の分析データから，学力の定着や学習意識に関する

状況を把握するために，今後ますます，複数学年や中学校での学習状況の実

態調査が必要である。

○ 確かな学力の向上に向けては，学びの機会を充実し，学ぶ習慣を身に付け

る取組を進めるなど，家庭との一層の連携を図る必要がある。

○ 各学校では，自校の学力分析を行い，学力の定着状況や誤答傾向を把握す

るとともに，系統性をふまえた指導計画の見直しを行う必要がある。
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（２）今後に向けた取組の必要性

① 函館市では，「確かな学力」の向上のため，平成１５年度から４年間，教研式標

準学力検査（ＣＲＴ），「学習意識調査」を行い，全市の学習状況を把握し，学習

指導上の課題を明らかにするとともに，学習指導の工夫・改善の在り方について，

調査・研究を進めてきた。

この度，ここに第４回の学習状況調査実施報告書が完成し，昨年度までの報告書

を踏まえ，さらに一歩進んだ本市における学習指導の工夫・改善の方向性について

提言することができた。

今後も，全市規模での学習状況調査を継続することにより，「確かな学力」をは

ぐくむ学習指導の充実・改善につながるものと確信している。

② 最後に，本市における「確かな学力」の向上を目指す取組の充実にかかわり，本

委員会としての今後に向けた期待を次にまとめる。

＊ 全市的な学力検査の継続的実施と，「確かな学力」向上のためのプロジェ

クト推進委員会の常設，児童生徒の学習状況の分析と確かな学力向上のため

の取組に関する検討・協議

＊ 各教科や各領域等における学習内容の定着状況や達成結果を踏まえ，つま

ずきが生じている学年の把握，及び全学年での学力検査の実施を見据えた対

象教科，実施方法，調査の分析等に関する継続的な検討・協議

＊ 中学校での学力検査の実施と結果分析，中学校における学習指導の改善の

視点の明確化

＊ 確かな学力の向上を目指す授業改善に係わる小学校と中学校の連携の在り

方についての検討・協議

＊ 市内各学校における校内研修や教育研究の推進，教育研究団体との連携等

に係わる検討・協議

＊ 本報告書で明らかにされた重点的な指導が必要な領域・単元の，系統性を

ふまえた指導計画の見直しに係わる検討・協議
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１ 調 査 の 概 要

（１）調査の目的

函館市内の小学生を対象に，全市的な規模で学習状況の調査を行い，学習指導要領

における教科の目標や内容の実現状況を把握する。学習指導上の課題を明らかにする

とともに，各学校が児童一人一人に確かな学力をはぐくむ学習指導の改善に活用でき

るよう，函館市全体の結果と学習指導の改善の方向性を示した報告書の作成を通して，

具体的かつ実践的な提言を行い，確かな学力の向上に資する。

（２）調査の内容

① 教科の調査問題については，教研式標準学力検査（ＣＲＴ）を活用し，その結果

の集計・分析から，観点別得点率・領域別問題通過率等を明らかにし，函館市内児

童の学力の状況を把握する。

② アンケート形式で設問を構成した「学習意識調査」を実施し，児童一人一人の学

力の背景となる学習に対する意識や家庭での学習の状況等について，実態を把握す

る。

③ 児童の学力の実態を総合的に分析し，今後に向けた各学校の取組の資料として活

用できるよう，誤答傾向やその原因，問題点や学習指導に関する改善の視点等を明

らかにした。

④ 年間指導計画や教科書の内容配列等により，調査問題に履修していない内容が含

まれる場合は，それを回答させないこととする。

（３）調査対象学年及び教科等

① 調査対象学年 小学校第５学年

② 調査問題 教研式標準学力検査（ＣＲＴ）

③ 調査教科 「国 語」「算 数」

④ 調査時期 平成１８年１１月～平成１９年２月

⑤ 学習意識調査 小学校第５学年（平成１９年１月～２月実施）

（４）調査対象学校数及び児童数

① 標準学力検査（「国語」「算数」） 函館市小学校 ４８校

第５学年（児童数２，２４１名）

② 学習意識調査 函館市全小学校 ４８校

第５学年（児童数２，２１５名）
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（５）調査実施方法等

① 原則として１教科当たりの調査時間は，４５分とする。

② 「学習意識調査」の調査時間は，各学校の実態に応じて実施する。

③ 各学校における検査実施後（「国語」「算数」）の採点，集計等については，各学

校ごとにコンピュータ診断を実施する。

④ 函館市全体の集計，分析等については，函館市教育委員会（「確かな学力」向上

のためのプロジェクト推進委員会）が行う。

（６）調査における留意事項

本調査においては，「領域別」「観点別」「得点率」「通過率」の用語について，次

のような意味づけを行い，使用している。

①「領域別」

国語科においては，小学校学習指導要領「国語」に示されている「Ａ話すこと・

聞くこと」，「Ｂ書くこと」，「Ｃ読むこと」（検査項目により〔言語事項〕も位置付

ける）を表す。

算数科においては，小学校学習指導要領「算数」に示されている「数と計算」，

「量と測定」，「図形」，「数量関係」を表す。

②「観点別」

国語科においては，小学校児童指導要録に示されている観点別学習状況に基づき，

「国語への関心・意欲・態度」，「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む能力」，「言

語についての知識・理解・技能」を表す。

算数科においては，小学校児童指導要録に示されている観点別学習状況に基づき，

「算数への関心・意欲・態度」，「数学的な考え方」，「数量や図形についての表現

・処理」，「数量や図形についての知識・理解」を表す。

③「得点率」

教研式標準学力検査（ＣＲＴ）における満点に対する得点の比率を表す。

④「通過率」

問題ごとの正答者人数を解答者の総人数で割った数値である。

各問題に対応して通過率を言うときは，正答人数÷総人数×１００で表す。



２　調査結果の概要

（１）国語科
　　①　観点別得点率                                                           

15年度 16年度 17年度 18年度

78.5 77.5 79.5 80.0
79.4 79.4 79.3 79.8
74.9 75.2 76.7 76.6
69.2 69.2 69.4 69.0
64.4 65.8 68.7 68.3

　　②　領域別得点率                                                           

15年度 16年度 17年度 18年度

79.4 79.4 79.3 79.8
74.9 75.2 76.7 76.6
69.2 69.2 69.4 69.0
64.4 65.8 68.7 68.3

（２）算数科
　　①　観点別得点率                                                           

15年度 16年度 17年度 18年度

80.1 79.4 79.4 79.2
48.3 50.0 54.5 54.4
68.4 69.0 68.3 67.5
75.7 76.4 76.6 75.8

　　②　領域別得点率                                                           

15年度 16年度 17年度 18年度

68.1 69.0 67.4 66.3
57.6 59.2 57.8 58.5
66.0 66.5 72.8 72.5
57.5 58.2 58.5 59.1

Ⅱ　量と測定

Ⅲ　図形

Ⅳ　数量関係

領　　　　域

Ⅰ　数と計算

書く能力

読む能力

観　　　　点
得　　　　　点　　　　　率

Ⅱ　書くこと

Ⅲ　読むこと

全  　 　 　　体

得　　　点　　　率

Ⅰ　話すこと・聞くこと

領　　　　域
得　　　点　　　率

観　　　　点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

言語についての知識・理解・技能

得　　　点　　　率

数量や図形についての知識・理解

全　　　  体

全　　　  体

全 　　　　    体

Ⅳ　言語事項

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての表現・処理
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３  調査結果の分析 
（１） 国 語 科 
 ① 領域別問題通過率（平成１７・１８年度） 
 

領    域 

                     得点率% 
通過率が高かった問題 

                       通過率% 
通過率が低かった問題 

                     通過率% 

 １７年度 １８年度  17 18  17 18 
１ 話の中心を考え

ながら聞くこと 
82.5 82.5 ◎テーマの聞き取り 

◎内容の聞き取り 

96 
96 

96 
96 

   

２ 意図が伝わる工

夫をして話すこ

と 

72.1 
 

73.5 ◎スピーチの準備 89 90 
   

３ 話す相手に応じ

て適切に話すこ

と 

79.4 78.7 ◎適切な言葉遣いで話す 80 
 
 

80 
 

   

Ⅰ 

話 

す 

こ 

と 

・ 

聞 

く 

こ 

と 
４ 話し合いをする

ときに大切なこ

と 

82.7 83.4 ◎話し合いで大切なこと 95 95   
 
 
 

５ 表現や構成を工 

  夫して書くこと 

62.6 63.9    △段落の構成を考えて書く 
（事実と考え） 

39 
 

41 

６ 適切な内容の事 

  柄を選び書くこ 

  と 

82.3 82.0 ◎報告書に書く内容 
 

90 90    

 

Ⅱ 

書 

く 

こ 

と 
７ 語句の正しい使 

  い方を知ること 

91.0 88.9 ◎語句の使い方「決して」 

◎語句の使い方「たぶん」 

92 
92 
 

90 
90 
 

   

８ 要約しながら内 

  容を読み取るこ 

 と 

68.6 67.9    △文脈に合う語「昼間」 
（対比） 

50 50 
Ⅲ 

読 

む 

こ 

と 

９ 文章の表現や叙 

  述に注意し読む 

  こと 

70.2 70.1       

10 漢字の様々な特 

  徴を理解するこ 

  と 

58.3 58.2 ◎同音漢字「実験」 90 89 △漢字の由来「形声文字」 

△漢字の由来「象形文字」 

 

21 
46 

18 
44 

11 言葉の性質と適 

  切な仮名遣い 

78.6 78.9 ◎単語の類別・動詞 94 94 △単語の類別「形容詞」 45 45 

 

 

Ⅳ 

言 

語 

事 

項 
１２  漢字を正しく覚 

  えて使うこと 

69.8 68.8 ◎漢字の読み「任せる」 
◎漢字の読み「貿易」 

     

92 
91 

91 
91 

△漢字の書き「光景」 

 

21 
 

26 
 

 



評価の観点
大
問

大問の内容
小
問

小問の内容 小領域
１７年度

函館市の

通過率

１８年度

函館市の

通過率

各校の

通過率

誤
答
率

無
答
率

２
話すことについて，関心・
意欲・態度をみる。

話すことの関心・意欲・
態度

６
書くことについて，関心・
意欲・態度をみる。

書くことの関心・意欲・
態度

９
図書館の利用について，関
心・意欲・態度をみる。

図書館への関心・意欲・
態度

11
漢字の学習について、関
心・意欲・態度をみる。

漢字への関心・意欲・態
度

17
書くことについて，関心・
意欲・態度をみる。

書くことの関心・意欲・
態度

19
読むことについて，関心・
意欲・態度をみる。

読むことの関心・意欲・
態度

１ テーマの聞き取り 96 96 4 0
２ イ 内容の聞き取り 96 96 4 0
　 エ 内容の聞き取り 59 58 42 0
３ まとめの聞き取り 79 81 19 0

１ ア スピーチの準備 89 90 10 0

オ スピーチの準備 75 77 23 0

２ イ スピーチするときの注意 58 59 41 0

オ スピーチするときの注意 66 69 31 0

ウ 適切な言葉遣いで話す 80 80 20 0

オ 適切な言葉遣いで話す 79 78 22 1

１ 発言内容の理解 78 80 19 1

２ 発言内容の理解 83 85 14 1

３ 司会者の役割の理解 84 84 14 1

４ ア 話し合いで大切なこと 81 83 15 2

エ 話し合いで大切なこと 95 95 3 2

キ 話し合いで大切なこと 77 75 23 2

１ １ 段落の構成を考えて書く 71 72 27 1

　　２２ 段落の構成を考えて書く 39 41 58 1

　　３３ 段落の構成を考えて書く 62 63 35 1

２ ア 表現の工夫・比喩 77 78 21 1

　　エエ 表現の工夫・倒置 63 65 34 1

１ ア 依頼の手紙に必要なこと 76 76 22 2

エ 依頼の手紙に必要なこと 86 85 13 2

キ 依頼の手紙に必要なこと 84 84 14 2

２ カードに書く内容 71 69 29 2

３ ア 報告書に書く内容 90 90 7 3

ウ 報告書に書く内容 88 89 9 3

１ 語句の使い方・たぶん 92 90 3 7

２ 語句の使い方・どうか 89 87 5 8

３ 語句の使い方・決して 92 90 2 8

１　話の中心を
　考えながら聞
　くこと

　関心・意欲・態度については，通過率
は出されていないので，３ページの『①
観点別得点率』を参照する。

※各校の通過率の欄には，それぞれの学校で自校の通過率を記入し，函館市の通過率
　と比較しながら，今後の指導に役立ててください。
※　は昨年度と比較して急激な伸び率の問題，　は過去４年間で徐々に伸びている問題です。

１

７

12

16

３

書

く

能

力

３

21

話す相手に応じて，適切な
言葉遣いをすることができ
るかをみる問題。

文の照応に注意して，適切
な語句を使って書くことが
できるかどうかをみる問
題。

７　語句の正し
　い使い方を知
　ること

５　表現や構成
　を工夫して書
　くこと

目的や意図に応じて，書く
事柄を整理して書くことが
できるかどうかをみる問
題。

適切な態度で話し合いをす
ることができるかどうかを
みる問題。

表現の効果を考えながら，
構成を工夫して書くことが
できるかどうかをみる問
題。

６　適切な内容
　や事柄を選び
　書くこと

　②　検査結果における個々の問題の概要およびその通過率

３　話す相手に
　応じて適切に
　話すこと

１

関
心
・
意
欲
・
態
度

２

　
話
す
・
聞
く
能
力

話し手の意図を考えなが
ら，大切な部分を聞き取る
ことが出来るかどうかをみ
る問題。

15
４　話し合いを
　するときに大
　切なこと

自分の意図が伝わるような
工夫をし，適切な態度でス
ピーチをすることができる
かどうかをみる問題。

２　意図が伝わ
　る工夫をして
　話すこと
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評価の観点
大
問

大問の内容
小
問

小問の内容 小領域
１７年度

函館市の

通過率

１８年度

函館市の

通過率

各校の
通過率

誤
答
率

無
答
率

１ 適語補充・これには 70 70 30 0

２ ２ 段落の関係の読み取り 73 74 24 3

３ 段落の関係の読み取り 68 66 31 3

３ 文脈に合う語・昼間 50 50 49 1

４ イ 要約した内容の理解 58 58 41 2

オ 要約した内容の理解 65 62 36 2

カ 要約した内容の理解 81 82 16 2

５ 段落の内容の読み取り 70 68 31 1

６ 関連する図書の選択 87 86 13 1

１ 場面の様子の読み取り 79 80 17 4

２ 語の意味・やれやれ 72 73 23 4

３ 指示語の内容理解 63 63 32 5

４ 心情の読み取り 74 72 22 6

５ ウ 詳しい内容の読み取り 70 71 22 7

エ 詳しい内容の読み取り 67 66 27 7

オ 詳しい内容の読み取り 69 68 25 7

イ 同音漢字・仏像 72 71 28 0
エ 同音漢字・実験 90 89 11 0
ウ 適切な仮名遣いの理解 83 83 17 0
エ 適切な仮名遣いの理解 86 87 13 0

１ 漢字の読み・任せる 92 91 7 2

２ 漢字の読み・設備 84 83 11 6

３ 漢字の読み・貿易 91 91 5 4

１ 漢字の由来・象形文字 46 44 55 1

２ 漢字の由来・指事文字 51 53 46 1

３ 漢字の由来・形声文字 21 18 81 1

１ 単語の類別・名詞 86 86 13 2

２ 単語の類別・動詞 94 94 5 1

３ 単語の類別・形容詞 45 45 53 2

１ 漢字の書き・光景 21 26 48 26

２ 漢字の書き・試合 65 64 21 15

３ 漢字の書き・周り 68 59 26 15

事実と意見の関係をおさえ
ながら文章の要旨をとら
え，必要な図書を選んで読
むことができるかどうかを
みる問題。

　 平成１８年度の調査結果から，課題が見受けられるものとして，「話すこと・聞くこと」領域では
  『スピーチするときの注意』，「書くこと」領域では『段落の構成を考えて書く』，「読むこと」領域
 では『文脈に合う語』『要約した内容の理解』『指示語の内容理解』『詳しい内容の読み取り』，「言
 語事項」では『漢字の由来』『漢字の書き』が挙げられる。
　 そのため，今後の国語科の学力向上を目指し，１４ページ以降に述べられている３つをポイントとし
 て学習指導の改善に努めたい。

※各校の通過率の欄には，それぞれの学校で自校の通過率を記入し，函館市の通過率
　と比較しながら，今後の指導に役立ててください。
※　は昨年度と比較して急激な伸び率の問題，　は過去４年間で徐々に伸びている問題です。

８

５

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

18

４

５

10

13

４

読

む

能

力

14

20
12　漢字を正し
　く覚えて使う
　こと

漢字の由来について理解し
ているかどうかをみる問
題。

10　漢字の様々
　な特徴を理解
　すること

名詞・動詞・形容詞など，
語句の類別を理解している
かどうかをみる問題。

11　言葉の性質
　と適切な仮名
　遣い

漢字を正しく書くことがで
きるかどうかをみる問題。
（光景・試合・周り）

８　要約しなが
　ら内容を読み
　とること

登場人物や場面の描写に注
意して，叙述に即して読む
ことができるかどうかをみ
る問題。

９　文章の表現
　や叙述に注意
　して読む

漢字を正しく読むことがで
きるかどうかをみる問題。
（任せる・設備・貿易）

12　漢字を正し
　く覚えて使う
　こと

10　漢字の様々
　な特徴を理解
　すること

適切な仮名遣いを理解して
いるかどうかをみる問題。

11　言葉の性質
　と適切な仮名
　遣い

同音異義語の漢字を適切に
使い分けることができるか
どうかをみる問題。
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①説明や
発表をす
る

②目的を
もって相
手の話を
聞く

③資料を
もとにみ
んなで話
し合う

④手紙・
記録・感
想等を書
く

⑤説明的
な文を読
む

⑥物語や
詩を読む

⑦読後に
関連した
他の文を
読む

⑧音読を
する

⑨漢字の
読み書き

⑩辞書を
利用する

１７年度 23% 21% 47% 19% 22% 37% 13% 27% 40% 48%
１８年度 28% 22% 40% 19% 20% 35% 12% 33% 44% 48%

◆設問⑤・・あなたが好きな国語の学習はどれか（女子）
①説明や
発表をす
る

②目的を
もって相
手の話を
聞く

③資料を
もとにみ
んなで話
し合う

④手紙・
記録・感
想等を書
く

⑤説明的
な文を読
む

⑥物語や
詩を読む

⑦読後に
関連した
他の文を
読む

⑧音読を
する

⑨漢字の
読み書き

⑩辞書を
利用する

１７年度 21% 27% 49% 44% 26% 51% 15% 37% 51% 47%
１8年度 32% 28% 49% 38% 29% 52% 15% 40% 47% 50%

◆設問⑤・・あなたが好きな国語の学習はどれか（男子）

 調査児童；函館市の学力検査実施学年の児童

 ③　国語の学習に関する意識調査の結果＜過去2年間＞

 調査時期；(17年度)平成18年2月～3月(18年度)平成19年1月～2月

男子　(17年度) １０５９名，(18年度)１１１２名
女子　(17年度）１０６６名，(18年度)１１０３名

あなたが好きな国語の学習はどれか（男子）
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①説明や発表をする

②目的をもって相手の話を聞く

③資料をもとにみんなで話し合う

④手紙・記録・感想等を書く

⑤説明的な文を読む

⑥物語や詩を読む

⑦読後に関連した他の文を読む

⑧音読をする

⑨漢字の読み書き

⑩辞書を利用する

１７年度

１８年度

あなたが好きな国語の学習はどれか（女子）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

①説明や発表をする

②目的をもって相手の話を聞く

③資料をもとにみんなで話し合う

④手紙・記録・感想等を書く

⑤説明的な文を読む

⑥物語や詩を読む

⑦読後に関連した他の文を読む

⑧音読をする

⑨漢字の読み書き

⑩辞書を利用する

１７年度

１8年度
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①説明や
発表をす
る

②目的を
もって相
手の話を
聞く

③資料を
もとにみ
んなで話
し合う

④手紙・
記録・感
想等を書
く

⑤説明的
な文を読
む

⑥物語や
詩を読む

⑦読後に
関連した
他の文を
読む

⑧音読を
する

⑨漢字の
読み書き

⑩辞書を
利用する

1７年度 5% 8% 6% 12% 15% 26% 8% 27% 67% 41%
１８年度 8% 8% 5% 12% 19% 27% 13% 31% 63% 41%

◆設問⑤・・家庭でよく取り組む国語の学習（女子）
①説明や
発表をす
る

②目的を
もって相
手の話を
聞く

③資料を
もとにみ
んなで話
し合う

④手紙・
記録・感
想等を書
く

⑤説明的
な文を読
む

⑥物語や
詩を読む

⑦読後に
関連した
他の文を
読む

⑧音読を
する

⑨漢字の
読み書き

⑩辞書を
利用する

１７年度 3% 6% 5% 29% 20% 37% 11% 39% 77% 45%
１８年度 10% 10% 5% 23% 23% 41% 15% 42% 74% 48%

◆設問⑤・・家庭でよく取り組む国語の学習（男子）

家庭でよく取り組む国語の学習（男子）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

①説明や発表をする

②目的をもって相手の話を聞く

③資料をもとにみんなで話し合う

④手紙・記録・感想等を書く

⑤説明的な文を読む

⑥物語や詩を読む

⑦読後に関連した他の文を読む

⑧音読をする

⑨漢字の読み書き

⑩辞書を利用する

1７年度

１８年度

家庭でよく取り組む国語の学習（女子）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

①説明や発表をする

②目的をもって相手の話を聞く

③資料をもとにみんなで話し合う

④手紙・記録・感想等を書く

⑤説明的な文を読む

⑥物語や詩を読む

⑦読後に関連した他の文を読む

⑧音読をする

⑨漢字の読み書き

⑩辞書を利用する

１７年度

１８年度
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（２）算 数 科

① 領域別問題通過率（平成１７・１８年度）

領 域 通過率が高かった問題 通過率が低かった問題

得点率% 通過率% 通過率%

１７年度 １８年度 17 18 17 18

１ 整数の性質 66.2 63.3

Ⅰ

２ 整数や小数のし 81.1 79.7 （知識・理解）

数 くみ ◎小数のしくみ 96 95

と ３ 小数のかけ算と 62.6 60.9 （表現・処理） （数学的な考え方）

わり算 ◎小数×整数 90 90 △小数の乗法のしかた 31 32

計 ◎小数÷小数 78 79 △小数の除法の適用 43 43

△小数の除法適用・立式 42 39

算 （表現・処理）

△小数の除法・四捨五入 26 25

△小数の除法適用・答え 39 37

４ 分数とそのたし 79.2 80.2 （表現・処理）

算・ひき算 ◎分数の加法 97 97

◎分数の減法 91 92

（知識・理解）

◎等しい分数 77 80

５ がい数，がい算 50.0 51.1 （表現・処理）

△概数による和の見積も 31 33

り

Ⅱ ６ 面 積 57.8 58.5 （知識・理解） （数学的な考え方）

量 ◎三角形の求積法 88 89 △面積の関係の利用 42 46

と ◎平行四辺形の求積法 83 83 △台形の面積 44 40

測 （表現・処理）

定 △三角形の面積 37 36

Ⅲ ７ いろいろな図 72.8 72.5 （知識・理解）

形,平行・垂直 ◎直線の垂直 85 82

図 ◎直線の平行 81 78

形 ◎平行四辺形の性質 81 80

◎平行線が交わった角度 93 93

Ⅳ ８ 計算のきまり 54.1 54.3 （数学的な考え方）

数 △計算のきまり・小数 47 49

量

関 ９ 数量の関係の見 61.2 62.7

係 方や調べ方



大
問 大問の内容

小
問 小問の内容 小領域

17年度
函館市の
通過率

18年度
函館市の
通過率

各校の
通過率

誤
答
率

無
答
率

２
小数と整数のしくみについて関
心・意欲・態度をみる。 小数の学習への取り組み

６
垂直や平行の勉強について，関
心・意欲・態度をみる。 垂直・平行への取り組み

16
小数の乗法や除法について，関
心・意欲・態度をみる。 小数の乗除への取り組み

22
計算のきまりについて，関心・意
欲・態度をみる。 計算の決まりへの関心

27
概数について，関心・意欲・態度
をみる。 概数の学習への取り組み

32
面積について，関心・意欲・態度
をみる。 図形の面積への取り組み

１ 小数の乗法のしかた 31 32 65 3
２ 小数の除法のしかた 68 66 31 3

19 小数の乗法の適用問題。 小数の乗法の適用
３　小数のかけ
　算とわり算 52 50 30 20

20 小数の除法の適用問題。 １ 小数の除法の適用・立式
３　小数のかけ
　算とわり算 42 39 57 4

17
具体的場面で除法を用いたとき，
答えやあやまりを正しく求められ
るかをみる問題。

小数の除法の適用
３　小数のかけ
　算とわり算 43 43 53 4

34
整数の除法の結果を分数に表せる
かをみる問題。 除法の結果と分数

４　分数と，そ
　のたし算・ひ
　き算

48 51 29 20

26
具体的な場面の目的に応じて，ど
のように概算すればよいかを問う
問題。

目的に応じた概算・和
５　がい数，が
　い数 69 70 25 5

30
基本的な図形の面積の求め方を利
用した求積問題。 複合図形の面積 ６　面積 44 40 50 10

31
平行四辺形と三角形の面積に関す
る問題。 三角形の求積の応用 ６　面積 42 46 37 17

８
４つに折った紙を切る時にできる
形を考えることができるかをみる
問題。

ひし形づくり
７　いろいろな
　図形，平行・
　垂直

71 79 19 2

24
六角形の内角の和を求められるか
をみる問題。 六角形の内角の和

７　いろいろな
　図形，平行・
　垂直

64 65 31 4

イ 小数の乗法の考え方 47 49 45 6

エ 小数の乗法の考え方 61 60 34 6
１ 面積と高さの関係 65 67 23 10
２ 面積と高さの関係 53 53 35 11
３ 面積から高さを求める 66 69 18 14

11
与えられた整数の中から，偶数を
選び出すことができるかをみる問
題。

整数の類別・偶数 １　整数の性質 78 74 24 2

20 小数の除法の適用問題。 ２ 小数の除法の適用・答え
３　小数のかけ
　算とわり算 39 39 57 4

１ 小数×整数 90 90 9 1
２ 小数×整数 83 79 20 1
３ 小数÷整数 78 75 23 2
４ 小数÷整数 78 75 19 6
１ 小数×小数 75 72 27 2
２ 小数×小数 79 77 21 2
３ 小数÷小数 76 76 19 5
４ 小数÷小数 78 79 16 5

18
小数の除法で，答えを１／10の位ま
での概数で求められるかをみる問
題。

小数の除法・四捨五入
３　小数のかけ
　算とわり算 26 25 62 14

評価の観点

１
関
心
・
　
意
欲
・
態
度

２
数
学
的
な
　
考
え
方

３
表
現
･
処
理

5
７　いろいろな
　図形，平行・
　垂直

９　数量の関係
　の見方や調べ
　方

乗数や除数が整数であ
る場合の，小数の乗
法・除法の計算問題。

小数の乗法・除法の計算の仕方に
ついて考えることができるかをみ
る問題。

14

３　小数のか
　け算とわり
　算

８　計算のきま
　り

３　小数のか
　け算とわり
　算

３

乗数や除数が小数であ
る場合の，小数の乗
法・除法の計算問題。

13

５

33
底辺が一定の三角形において，高
さと面積の２量の関係を考える問
題。

21

平行な２直線どうしが，交わって
できる角度について理解している
かをみる問題。

四則に関して成り立つ性質を，小
数の計算において考えることがで
きるかをみる問題。

２

　②　検査結果における個々の問題の概要およびその通過率

平行線が交わった角度 67

  関心・意欲・態度については，通過率
は出されていないので，３ページの『①
観点別得点率』を参照する。

３　小数のかけ
　算とわり算

63 33
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大
問

大問の内容
小
問

小問の内容 小領域
17年度
函館市の
通過率

18年度
函館市の
通過率

各校の
通過率

誤
答
率

無
答
率

１ 分数の加法 97 97 2 0

２ 分数の減法 91 92 8 0

３ 分数の減法 83 81 16 3

25
具体的な場面の目的に応じて，和を
概数で見積もることができるかをみ
る問題。

和の概数による見積もり
５　がい数,がい
　数 31 33 62 5

１ 三角形の面積 47 45 47 8

２ 三角形の面積 37 36 55 10
３ 平行四辺形の面積 66 66 25 8
１ 三角形の角 72 72 24 4

２ 三角形の角 63 66 26 7
３ 三角形の角 76 77 18 6

12
奇数がどのような数か理解
できているかをみる問題。 整数の性質・奇数 １　整数の性質 55 53 36 12

１ 小数の構成 80 79 21 0

２ 小数の構成 96 95 4 0

３ 小数・１００倍 71 69 31 0
４ 小数・１００分の１ 78 75 24 1
１ 小数の乗法の意味 79 77 22 1
２ 小数の除法の意味 53 52 47 2
ウ 等しい分数 79 79 19 2
カ 等しい分数 77 80 18 2

１ 三角形の求積法 88 89 5 6
２ 平行四辺形の求積法 83 83 11 6
１ 直線の垂直 85 82 17 1
２ 直線の平行 81 78 21 1

ウ 平行四辺形の性質 81 80 20 1
エ 平行四辺形の性質 54 57 42 1

※

※
　問題。

　 誤答率に着目したところ，特定領域の小問（Ⅰ数と計算の「小数のかけ算とわり算」と「がい数」，
  Ⅱ量と測定の「面積」，Ⅳ数量関係の「計算のきまり」等）における「表現・処理」や「数学的な考
 え方」の力の育成が課題として挙げられる。

　 したがって，子どもが数量や図形についての豊かな感覚を伴いながら意味を理解したり，考えを進め
 たり，活用したりできるようにするために，日常の指導において様々な算数的活動を積極的に取り入れ
 ることが大切である。

　 また，各校においては，結果から導かれる課題について共通理解をし，各領域の系統性をふまえなが
 ら，全校体制で指導計画を見直す必要がある。

　 以上の結果と課題を受け，今後の算数科の学力向上を目指すための３つのポイントを，１４ページ
 以降に示すこととする。

３
表
現
･
処
理

４
知
識
･
理
解

評価の観点

7

三角形や平行四辺形の面積の求め方
を理解しているかをみる問題。

９

28

４

等しい分数の理解をみ
る問題。

平行四辺形の性質についての理解を
みる問題。

５
平行な２直線どうしが，交わってで
きる角度について理解しているかを
みる問題。

直線の垂直・平行について理解して
いるかをみる問題。

７　いろいろな
　図形，平行・
　垂直

93

７　いろいろな
　図形，平行・
　垂直

６　面積

2

６　面積

４　分数と，そ
　のたし算・ひ
　き算

乗数や除数が小数の場合の積や商の
大きさについて問う問題。

１

15

小数の記数法について
の問題。

４　分数と，そ
　のたし算・ひ
　き算

10

７　いろいろな
　図形，平行・
　垂直

93 5

３　小数のかけ
　算とわり算

２　整数や小
　数の仕組み

三角形や平行四辺形の
求積問題。

29

三角形の内角の和を基に，
角の大きさを求められるか
をみる問題。

同分母分数の加法・減法の
計算問題。

23

は昨年度と比較して急激な伸び率の問題，　は過去４年間で徐々に伸びている

１ 平行線が交わった角度

　各校の通過率の欄には，それぞれの学校で自校の通過率を記入し，函館市の通過率と

　比較しながら，今後の指導に役立ててください。

７　いろいろな
　図形，平行・
　垂直
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①計算 ②文章問
題

③面積の
問題

④図形 ⑤表やグ
ラフ

⑥きまり
や理由

⑦よりよ
い方法を
見つける

⑧自分で
問題を作
る

⑨発展的
な問題

18年度 71% 43% 54% 44% 40% 25% 34% 28% 36%

①計算 ②文章問
題

③面積の
問題

④図形 ⑤表やグ
ラフ

⑥きまり
や理由

⑦よりよ
い方法を
見つける

⑧自分で
問題を作
る

⑨発展的
な問題

18年度 59% 34% 59% 43% 44% 21% 28% 25% 26%

 調査児童；函館市の学力検査実施学年の児童
             男子(18年度)１,１１２名

             女子(18年度)１,１０３名

③　算数の学習に関する意識調査の結果

◆設問⑥・・あなたが好きな算数の学習はどれか（男子）

◆設問⑥・・あなたが好きな算数の学習はどれか（女子）

 調査時期；(18年度)平成19年1月～2月

注意）18年度に設問を見直したため、18年度の結果のみ掲載しています。

あなたが好きな算数の学習はどれか（男子）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①計算

②文章問題

③面積の問題

④図形

⑤表やグラフ

⑥きまりや理由

⑦よりよい方法を見つける

⑧自分で問題を作る

⑨発展的な問題

18年度

あなたが好きな算数の学習はどれか(女子）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①計算

②文章問題

③面積の問題

④図形

⑤表やグラフ

⑥きまりや理由

⑦よりよい方法を見つける

⑧自分で問題を作る

⑨発展的な問題

18年度
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①計算 ②文章問
題

③面積の
問題

④図形 ⑤表やグ
ラフ

⑥きまり
や理由

⑦よりよ
い方法を
見つける

⑧自分で
問題を作
る

⑨発展的
な問題

18年度 71% 43% 36% 25% 16% 11% 18% 21% 27%

①計算 ②文章問
題

③面積の
問題

④図形 ⑤表やグ
ラフ

⑥きまり
や理由

⑦よりよ
い方法を
見つける

⑧自分で
問題を作
る

⑨発展的
な問題

18年度 75% 52% 41% 28% 20% 14% 19% 23% 26%

◆設問⑥・・家庭でよく取り組む算数の学習（女子）

◆設問⑥・・家庭でよく取り組む算数の学習（男子）

家庭でよく取り組む算数の学習(男子)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①計算

②文章問題

③面積の問題

④図形

⑤表やグラフ

⑥きまりや理由

⑦よりよい方法を見つける

⑧自分で問題を作る

⑨発展的な問題

18年度

家庭でよく取り組む算数の学習(女子）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①計算

②文章問題

③面積の問題

④図形

⑤表やグラフ

⑥きまりや理由

⑦よりよい方法を見つける

⑧自分で問題を作る

⑨発展的な問題

18年度
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